
 
平成23年3月期第2四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 
平成23年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 
平成23年3月期第2四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成22年9月30日) 

 
平成23年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

修正の理由 
(1)個別業績予想 
 第2四半期累計期間の売上高につきましては、手持ち工事の進捗が当初の見通しを下回ったこと等により80億円の減少
となる見込みです。 
 利益面では、第2四半期累計期間において、建設コスト低減の取組や資材調達の安定等による工事採算の向上および一
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業績予想の修正に関するお知らせ  

最近の業績動向を踏まえ、平成22年5月12日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知
らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 116,000 600 300 △2,000 △18.74
今回発表予想(B) 108,000 3,300 3,400 4,400 41.22
増減額(B-A) △8,000 2,700 3,100 6,400
増減率(%) △6.9 450.0 ― ―
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年3月期第2四半期）

100,817 1,187 961 1,408 13.19

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 260,000 3,900 3,000 200 1.87
今回発表予想(B) 252,000 4,900 4,800 1,200 11.24
増減額(B-A) △8,000 1,000 1,800 1,000
増減率(%) △3.1 25.6 60.0 500.0
（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期）

236,655 5,282 4,912 1,901 17.82

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 114,000 800 500 △1,900 △17.80
今回発表予想(B) 106,000 3,300 3,400 4,400 41.22
増減額(B-A) △8,000 2,500 2,900 6,300
増減率(%) △7.0 312.5 580.0 ―
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年3月期第2四半期）

98,931 1,200 1,019 1,445 13.54

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 254,000 3,900 3,000 200 1.87
今回発表予想(B) 246,000 4,800 4,500 1,000 9.37
増減額(B-A) △8,000 900 1,500 800
増減率(%) △3.1 23.1 50.0 400.0
（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期）

231,420 5,161 4,875 1,946 18.24



般管理費の縮減等により、営業利益25億円、経常利益29億円のそれぞれ増加が見込まれます。また、当初第2四半期会
計期間に実施予定であった退職給付制度の改定を延期したことから、制度改定に伴う特別損失も第3四半期以降の計上
見込みとなりました。これらに加えて前期以前に計上した貸倒引当金の戻入益等が寄与したことにより四半期純利益は、6
3億円の大幅な増加となる見込みです。 
 通期につきましては、売上高は手持工事の進捗が当社の見通しを下回ることが予想されるものの、工事採算の向上や一
般管理費の縮減、営業外収支の改善等により経常利益は15億円増加の45億円となる見込みです。なお、退職給付制度改
定に伴う特別損失を織り込んだ結果、当期純利益は8億円増加の10億円となる見込みです。 
 
（2）連結業績予想 
 連結業績予想につきましては、主に個別業績予想の修正に伴い修正を行うものであります。 
 
※ 上記の予想数値は、本資料の発表日現在で入手可能な情報に基づき作成したものであります。 
   実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

以 上


